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研究成果の概要（和文）：雇用者の雇用契約を含む就業形態による健康影響を分析するとともに、雇用者を取り
巻く社会経済要因の影響を分析した。公的データおよび関連の調査研究のデータを2次利用し、就業と健康の関
連を分析したところ、肥満者割合の高い職業や、非正規雇用による健康格差の小さい職業が明らかになった。な
お、収入情報を調整した場合は職業や非正規雇用の影響は小さくなり、社会経済要因の調整により格差が緩和さ
れる可能性が示された。
これらの結果は、日本産業衛生学会政策法制度委員会及び日本衛生学会少子化対策WGにおいて「女性労働者」や
「少子化」のキーワードとともに執筆し、ガイドラインや提案書を作成するなどアウトリーチを行った。

研究成果の概要（英文）：The health influence of the socioeconomic status as well as the working 
conditions including employment contract was analyzed. The association between workers' and their 
family's health and work related factors were assessed by secondarily using public-statistical data 
and survey data in several relating research area. Some occupations were observed to have higher 
prevalence of overweight, and less disparity effect on health status of non-regular employment. 
Further, when adjusting income information, the feature of each health status of occupation tended 
to be alleviated. 
About these influence of non-regular employment on health indicated in this research, we are 
reporting to the Policy Legal System Committee in Japan Society of Occupational Health, and the 
Working Group of Birth Rate Declination in The Japanese Society for Hygiene, to make a guideline and
 proposal concurrently.

研究分野：社会疫学

キーワード： 非正規雇用　健康　被扶養家族　女性　子ども　若年労働者　社会関係資本
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１． 研究開始当初の背景 

 

今日、日本の就業形態は多様化し、中でも雇

用者を中心とする就業者は産業構造の変化に

より二極化している。いわゆる従来型雇用である

終身雇用・フルタイム勤務の正規雇用者と、期

間雇用もしくは短時間勤務を中心とした非正規

雇用に分けられる。重要なのは、学校教育を終

えたばかりの新卒時に正規雇用のポジションを

得られなかった場合やいったん離職した場合、

その後正規雇用になることが著しく困難なことで

ある。一見、流動化が進んだと言われる雇用者

の就業形態は、正規雇用と非正規雇用との間で

双方向的に変化するのではなく、正規雇用から

非正規雇用へという方向へ固定化しており、こう

した状態が格差社会の一因とも言われている。 

正規雇用者に比べて、非正規雇用者及び失

業者(無職含む)の健康指標は劣ることが知られ

ている。先進国では、専門職や管理職等、就業

上の地位が高ければ死亡率が低く、非熟練工

や単純作業従事者の死亡率が高く、就業条件

や社会経済上の地位が健康に強く影響すると

報告されている。また、非正規雇用のような不安

定雇用への転職は、心理的負担が高く、健康状

態が悪化することも報告されている。日本を除く

先進国では主婦も無職として、健康状態が悪い

と認識される。 

興味深いのは、現在のところ、日本における

正規雇用者の健康状態は、非正規雇用者のそ

れと比べて横断的には良好であるが、数年間の

健康状態の変化を見た縦断的な研究では非正

規雇用者に比べ大きく悪化傾向を示す点、女性

に至ってはむしろ無職(専業主婦など)の方が健

康状態良好な点である。ここにはいわゆる

Healthy workers effect (労働者健康効果)が見ら

れない、という日本の労働者特有の問題点が含

まれる。日本の正規雇用者の福利経済的な労

働条件は非正規雇用者に比べて良いものの、

長時間労働や過重なノルマや責任が課されるこ

となど、ストレスの強いことに起因する循環器疾

患やメンタルヘルス関連の問題点が指摘される。

それに加え、就業上の身分格差が職場の雰囲

気を悪化させ、正規・非正規に関わらず労働者

全体の健康状態を悪化させている可能性が研

究者らの従前の研究によって示されている。 

 

 

２． 研究の目的 

 

雇用者の雇用契約を含む就業形態による

健康影響を分析するとともに、雇用者を取り

巻く社会経済要因の影響を分析する。家族の

就業の有無や、本人の職業、保険加入、収入

などを調整し、世帯内で被扶養的立場である

女性や子供ととともに健康状態を評価し、雇

用と健康の相互の関連の大きさを明らかに

することを本研究の目的とする。 

 

 

３． 研究の方法 

 

家族構成など、就業外の生活に関して情報

を持つ国の統計調査を目的外利用申請し、2

次利用として解析する。本研究では世帯及び

構成員を客体として行い、健康・生活習慣と

就労の情報を持つ、国の統計調査である「国

民生活基礎調査」、「国民健康・栄養調査」を

用いた。 

また、関連の研究において実施された健康

関係の調査票及び本研究の前に行った質問

調査の結果も利用し、上記の国の統計調査で

は得られない内容に関しては再解析を行っ

た。例えば、健康受療行動の背景に関するも

のや、女性特有の健康に関する詳細な質問等

である。 

以上の成果は学会報告、学術論文の他、一

般著書や市民講座を通して格差と健康につ

いて広く啓発する。 

 

 



４． 研究成果 

 

目的外利用申請して得た国民健康栄養調

査のデータから、就業と健康に関連すると

予想される項目を抽出し、概要的な分析を

試みたところ、男性においては管理的職業

従事者、および女性に関しては家事従事者

に肥満者が高いことが示され、職業と摂取

エネルギーや運動習慣等の関連を見出すこ

とができた。 

国民生活基礎調査のデータからは、特に

次世代育成期にある若年者を中心とした雇

用者に焦点を当て、非正規雇用による健康

影響について職業的な特徴を検討した。研

究仮説では、専門的な知識や技能を備えた

雇用者は不安定な身分の非正規雇用であっ

ても健康面の影響が少ない可能性があると

想定して分析した。その結果、収入状況を

調整しない場合は仮説通りであったが、収

入情報を調整した場合は職業ごとに健康指

標の特徴があるものの、男女でパターンが

異なり、健康上問題あるような特徴的な職

業パターンは示されなかった。 

関連して健康アウトカムと人間関係の評

価の関連分析や、世帯や地域等のクラスタ

ー情報を含むデータとして、母集団の小さ

い調査対象データを用いてマルチレベル分

析を行い、論文として関連誌へ報告した。

また、非正規雇用者の多い女性を対象とし、

生物学的な再生産年齢層に焦点を絞り、従

前の調査データを用い、勤務間インターバ

ル制度（労働時間外の生活時間）と月経関

連の健康指標との関係を検討した結果、イ

ンターバル時間が 11 時間未満と短くなる

と、月経周期以上の有病率が増加する可能

性が示唆され、インターバル時間の短いこ

とと健康不安や健康不満足のリスク増加と

の関連が示された。 

これらの分析研究と並行して、日本産業

衛生学会政策法制度委員会及び日本衛生学

会少子化対策WGにおいて「女性労働者」

や「少子化」のキーワードとともに非正規

雇用の影響に関して執筆し、ガイドライン

や提案書を作成するなどアウトリーチを行

った。成果については引き続き報告予定で

ある。 
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